
Q1: 通信計測事業のQ3受注の結果をどう評価しているか？

A1: データセンター関連ビジネスが好調に推移したため、ほぼ想定通りに着地したと考えています。

Q2:
通信計測事業のQ4では、モバイル、ネットワーク・インフラ、エレクトロニクスで期待しているセ
グメントはどれか？

A2:
モバイルはゆるやかに回復傾向で、ネットワーク・インフラは好調を維持しています。これら２つ
が成長のドライバーと考えています。

Q3:
光トランシーバの製造向け測定器について、QoQで受注、売上に変化はあるか？測定器の生産能力
は増強しているのか？

A3:
引き合いが増加し、売上も伸びています。生産設備の増強ではなく、生産ラインの稼働時間の調整
により対応しています。

Q4: 通信計測事業のFY2025の成長ドライバーを知りたい。

A4:
FY2025は、データセンター関連市場、NTNやWi-Fi 7市場、6G基礎開発市場などの成長を期待し
ています。

Q5: 自己株式の取得をこの時期に行った背景を教えてほしい。

A5:
中期経営計画（GLP2026）の期間中の総還元性向、財務状況や株価水準を総合的に勘案して決定
しました。
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